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現実世界と異界
― A Midsummer Night’s Dream ―
村松　理恵
はじめに
A Midsummer Night’s Dream is best seen, in fact, as a lyric divertissement．．．．
（G.K. Hunter, p.8）
A Midsummer Night’s Dream の作品を構築している重要な要素は、幻想の世界
を喚起する詩的映像である。そして、その映像が軸となってアセンズの昼の
世界と夜の森の世界（異界）と対立して、統合が行われる。昼の世界を統べ
るシーシュースとヒポリタ、夜の森の世界を統べる妖精王オベロンと女王
ティターニアは、弱強五歩格の blank verse（無韻詩）で語る。だが、オベロ
ンが魔法について述べる部分と四人の恋人達の言葉には、二行連句の押韻が
用いられている。パックの呪文や、豆の花、蜘蛛の巣、蛾の羽根、芥子の種、
ティターニアのお付きの妖精の言葉は、歌の調子で強弱三詩脚である。職人
達の話す言葉は、日常会話を表す散文であるが、第五幕のピラマスとシスビー
の芝居を演じるときの言葉には、押韻が用いられている。
これらの言語は、夢、眠り、幻想がもたらす異界と、そして、月、星、森、
音楽、花、虫に象徴される自然の世界を結びつけている。それは、妖精達の
いる世界と人間の世界をつなぐ調和を表しているのである。詩が生み出すイ
メージの世界は、まさしく想像力を呼び起こすのである。
Ⅰ．Imagination
Theseus Lovers and madmen have such seething brains,
 Such shaping fantasies, that apprehend
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 More than cool reason ever comprehends.
 The lunatic, the lover, and the poet
 Are of imagination all compact :     （V. i. 7-8）1
John Russell Brown によれば、この昼の世界を統べる Athens の大公シー
シュースの言葉は、恋人達の‘truth’ を狂人の‘truth’ にたとえることだけに
甘んじていなくて、詩人の‘truth’ とも同等なのである。
[The image in the glass of the stage is strangely lightened ; has the action 
we have witnessed the inconsequence of mere contrivance, or has it the 
constancy of a poet’s imagination? 2
また、Thomas McFarland は、Shakespeare’s Pastoral Comedy の中で「想像
力は御しにくいので客観的実在の世界を超える」（p.89）と語っている。
Dem. But, my good lord, I wot not by what power
 （But by some power it is）, my love to Hermia, 
 Melted as the snow, seems to me now
 As the remembrance of an idle gaud
 Which in my childhood I did dote upon ;（IV. i. 161-5）
そして、‘eyes’ をこすりながら “I wot not by what power, ― But by some 
power it is ．．．．（IV. i. 161-2）”と語るディミートリアスの言葉から、想像力
というものの働きを知ることができよう 3。
また、ハーミアとシーシュースの会話からも目で見ることと想像力との関
係が理解できる。
Her.  I would my father looked but with my eyes.     
（italics mine） （I.i.56）
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Thes.  Rather your eyes must with his judgment look. 
（italics mine）（I.i.57）
このシーシュースの言葉における‘eyes’ は「感覚」を代償し、‘judgment’
は「理性」を表す。感覚によってかきたてられる想像力と理性の違いは、こ
の劇の重要なテーマの一つである。さらに、‘look’‘eye’ などの視覚や目の
イメージにも注意しておきたい。
John Russell Brown によると「シェイクスピアは、悲劇や喜劇において、
外観がいかにあてにならないものかを暗示するために、そして、外観を凌駕
する内なるものを弁護するために、洋服、化粧、言葉、ふるまいを使ってい
た。悲劇の場合には、その外観と内部の真なるものの判断は明確である。だが、
喜劇の場合には、その判断が喜劇的な駆け引きと対話をしっかりと結びつけ
ることによって、ほとんどすべて暗示的である。これは、愛における美の認
識に対するシェイクスピアの判断の一面にしかすぎない。というのは、愛の
ふるまいにもとづく真実が、役者と観客の両方に依存しているのと同じよう
に、愛における美の真の認識が、‘the truth of beauty’ と‘the truth of seeing’
によるものであるから」と語っている 4。更に彼は言葉を続けて次のように
述べている。
The confusions of A Midsummer Night’s Dream have already reminded us 
that true eye-sight in love is a large demand, that a lover’s recognition of 
beauty is apparently uncontrollable and unreasonable.  
そして、上記の‘that a lover’s recognition of beauty is apparently uncontrollable and 
unreasonable’という事実例として、John Russell Brown は The Two Gentlemen of 
Verona でヴァレンタインをからかうスピードの台詞を挙げている。
Val. I have loved her ever since I saw her; and still I see her beautiful.
Spe. If you love her, you cannot see her.
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Val. Why?
Spe. Because Love is blind. O, that you had mine eyes; or your own eyes 
had the lights they were wont to have when you chid at Sir Proteus for 
going ungartered!             　　　　　　　　　　　　　　　 （II.i.58-64） 
そして、上記の二人の言葉について、R. A. Foakes は以下のように説明し
ている。
The relation, or lack of it, between seeing and judging, or between what 
is experienced through the senses and what the mind imagines, is to be a 
central concern of the action．．．． 5（p.57）
このことは、transformation のイメージと結びつけて、ヘレナも語っている。
Hel. And as [Demetrius] errs, doting on Hermia’s eyes,
 So I, admiring of his qualities.
 Things base and vile, holding no quantity,
 Love can transpose to form and dignity.
 Love looks not with the eyes, but with the mind,
 And therefore is winged Cupid painted blind. 
 （italics mine） （I.i. 230-5）
恋は、‘Things base and vile’ を形良く威厳のあるものに‘transpose’ するこ
とができる。それゆえキューピッドの‘blind’ になぞらえられている。「恋
は目で見ずに、心で見る」と言っている。
これについて、R. A. Foakes はこのように指摘している。
Helena’s lines on the power of love to transform, and the lack of connection 
between seeing and judgment, relate to the changes of the lovers in Act 3, 
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and especially the infatuation of Titania with Bottm. Love is conventionally 
aroused through the eyes6, as Helena knows, but the lover sees beauty 
where others do not, and so looks with the mind, or fancy, but not the 
judgment. ．．．．By transference , the lover is ‘blinded about what he loves, 
so that he judges wrongly of the just, the good and the honourable’, as Plato 
said in his Laws.5（p.64）
そして、上記の Helena の台詞から、A Midsummer Night’s Dream という劇
が eye について「視力」と「盲目」の問題を内包する知的な主題構成を持つ
作品であることを Frank Kermode は The Mature Comedies in Early Shakespeare, 
1961 の中で次のように言及している。
In love the eye induces ‘doting’ ．．．．love has nothing to do with value, is 
a betrayal of the quality of the high sense of sight, and is therefore depicted 
blind, irresponsible, without judgment. （p.215）
Ralph Berry は、“[Four Lovers’] crucial exchange introduces the eye motif 
which is the true iterative image of A Midsummer Night’s Dream（p.91）”である
と論じ、この作品では eye は、明らかに‘the main motif （主要なモチーフ）’
であると論じている。
[Eye] occurs in that form 20 times, and in compounds and plurals a further 
48 times. To that one can add 39 instances of ‘see’, and 10 of ‘sight’. 
The eye motif demonstrates the caution with which one has to approach 
analyses of Shakespeare （and his contemporaries） confined to metaphors.7
（p.95-96）
また、知覚器官である目は、A Midsummer Night’s Dream の dialectic（弁
証法的対立）論理として、理性と対立するものであるということも Ralph 
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Berry は論じている 7。
アンリ・フリュシェールは、imagery について次のように説明している。
imagination（想像力）とは、詩人が、自らの描こうとする対象をより
明確化する、もしくは装飾するために頼るところのひとつの具体的例
証である。 ．．．精神は、よりよく見させ、よりよく理解させるための
ある視覚的 analogy（類推）を求める。imagination の質はそこに示さ
れた analogy の中に含まれるいくつかの関係の性質に依存する 8。
そして、「眼」「見る」ことの重要性は、オベロンの言葉からも感じとる
ことができる。
Obe. [The bolt of Cupid] fell upon a little western flower,
 Before milk-white, now purple with love’s wound,
 And maidens call it love-in-idleness.
 Fetch me that flower ; the herb I showed thee once ;
 The juice of it on sleeping eyelids laid
 Will make or man or woman madly dote
 Upon the next live creature that it sees. （Ⅱ .i.165-172）
汁をぬられた‘sleeping eyelids（眠っているときの瞼）’は、覚めた時に見
ること、見るもの、何を見て、何を心の中に感じるか変わってしまう。この
劇の中で eye, sight, see などの語のもつ重要性を表している。またそれは変
身とも関連している。変身もこの劇において重要なテーマである。
Ⅱ．Moon and Wall
Thes. [Four happy days bring in
 Another moon ― but O, methinks, how slow
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 This old moon wanes ! 　              （ I. i. 2-4）
Hipp. And then the moon, like to a silver bow
 New bent in heaven．．．．　　　   （ I. i. 9-10）
Another moon（新月）， old moon（古い月）， the moon（新月）というように、
劇の幕開けから‘moon’ という言葉が用いられている。このシーシュースと
ヒポリタの言葉について、Caroline Spurgeon は、「新月になる前の年をとっ
た月が欠けていく様子と新しい月がやってくることを、シーシュースとヒポ
リタが、自分達の結婚式までの日数を待つのも、もどかしげに数えている。
そして、月の影響と存在がイメジャリーによって、作品全体を通して感じら
れる 9。」と論じている。また Caroline Spurgeon は、月光が創り出す imagery
の重要性を取り上げている。
The word ‘moon’ occurs twenty-eight times, three and a half times more 
often than in any other play, ．．．．indeed Shakespeare only mentions 
moonlight in his plays eight times altogether, and six of these are in A 
Midsummer Night’s Dream, ．．．．9
森は、月光の支配する眠りの世界、夢の世界、妖精達が踊り、跳ね回る世
界である。劇の終わり近くのパックのセリフの中の‘wolf behowls the moon （V. 
i . 350）’という言葉から、月光が「変身」のイメージにも結びつく。この
ことは、Ralph Berry も“[The] moon is anappropriate figure for fantasy, perhaps 
for transformation.7 ” （p.90） “ The moon, for Titania, is a symbol for disorder, 
‘governess of floods,’7 ” （p.93）と論じている。このように月は、夢、変身、混乱、
潮の干満、幻想を想起させ、変化と苦悩と衰弱、生成の世界を象徴する。そ
して、ピラマスとシスビーの劇中劇に象徴されるように、月光に照らされて
物語が展開している。
Qui. [But there is two hard things : that is, to bring the moonlight into a 
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chamber ; for, you know, Pyramus and Thisbe meet by moonlight.
                   （III. i. 36-8）
Qui. [Then there is another thing:we must have a wall in the great 
chamber;for Pyramus and Thisbe, says the story,did talk through the chink 
of a wall.                 　　　　　　　　　　　　　　　　   （III. i. 48-50）
この台詞は、ボトムと職人達が森で、ピラマスとシスビーの芝居の稽古を
していた時の言葉である。moonlight, moon, moonshine, という台詞が象徴し
ているように「月」がボトムのいる職人達の間でも大事なことがわかる。また、
wall もピラマスとシスビーの間に立ちはだかって、別れ別れにする、克服で
きない困難を意味する。Thomas McFarland は、Shakespeare’s Pastoral Comedy
の中で道化的擬人化であるこの‘wall’ について「現世のありふれたことを
超える想像力の力の傑出した擁護である」（p.89）と語っている。その理由
として‘wall’ が象徴するものを次のように提示している。
[For] the wall, symbol of obdurate thingness, symbol of the separation of 
humans from one another, symbol of all blockings, holdings back, keepings 
out, pennings in, ．．．．
そして、ピラマスとシスビーの劇中劇において、‘wall’ が重要な役割を果
たしていると述べている。
Through its grotesque Bergsonian humor, the wall is insistently put forward 
as the most significant role in this tender, happy, and ultimately meaningful 
play-within-a-play.
このように、‘moon’ と‘wall’ が象徴するものは、劇のテーマと重なって
いく。ピラマスとシスビーの二人を隔てている‘wall’ は、対立と分離を象
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徴するものである。‘wall’ を演じるスナウトが退場したとき、シーシュース
が語る‘Now is the mural down between the two neighbours.’（V. i. 201） この言
葉から「分離」という ‘wall’ の象徴的な役割が認識できる。さらに、ピラ
マスとシスビーの劇中劇における大事な ‘moon’ と‘wall’ をボトムは、芝
居の中に現実のものを用いることができないと判断したとき、‘moon’ を
disfigure（変装する） （Ⅲ . i. 47），‘wall’ を present（役を演じる）（Ⅲ . i. 52）
することを提案する。「役を演じる」ということは、つまり「変身する」と
いうことである。つまり、moon と wall に変身することをこのピラマスとシ
スビーの劇中劇において求められているのである。「変身」は A Midsummer 
Night’s Dream の劇において、重要なテーマであるから、ピラマスとシスビー
は、A Midsummer Night’s Dream を映す鏡であり、森の中での四人の恋人達の
姿の投影と言えよう。
この‘moon’ と‘wall’ が象徴する「対立」「分離」から生じる「混乱」が、
言葉の世界にも現れている。それはあとの章で述べる oxymoron である。
Ⅲ．へびのイメージ
Obe.  Fare thee well, nymph.      （italics mine） （II. i. 245）
この言葉を語るオベロンは森の世界を統べる人物である。シーシュースと
ヒポリタは‘We have the vaward of the day．．．．（IV. I. 102）’ と語っているよ
うに昼の vaward （= vanguard）先駆者、先導者である。この言葉が暗示して
いるようにオベロンとティターニアは、夜の vaward（先導者）ということ
になる。この劇は、昼の世界→夜の森の世界→昼の世界と展開される。昼の
世界では、四日後に迫ったシーシュースとヒポリタの結婚式が用意されてい
る中、娘ハーミアの結婚相手を巡る父イージーアスとの親子の対立がある。
そのため、ハーミアは恋するライサンダーと夜の森へと駆け落ちする。父イー
ジーアスが娘ハーミアの結婚相手にと考えていたディミートリアスは、ハー
ミアに恋していたのでハーミアの後を追って夜の森へとやってくる。この
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ディミートリアスに恋をしていたヘレナは、ディミートリアスの後を追って
夜の森へとやってくる。シーシュースとヒポリタの結婚式を祝うためにボト
ム達職人は、ピラマスとシスビーの芝居の稽古をしに夜の森へとやってくる。
この夜の森の先導者である妖精王オベロンと妖精女王ティターニアも対立
している。この対立の原因は、インドの changeling（取り替えっ子）の少年
を巡ってのことであった。ティターニアのお付きの女性がこの少年を残して
死んでしまい、母親の気持ちを不憫に思ってティターニアは、少年を可愛が
る。一方、オベロンはこの少年を自分の小姓にしたがる。だが、ティターニ
アは、少年を譲らない。このために二人は争い、対立してしまうのである。
この不和のために、自然界に distemperature（天候不順）（II. i. 106）を起こ
してしまう。その結果、人間の住む世界にも contagious fogs（疫病を広げる霧）
（II. i. 90）が、発生し、降り注ぎ、家畜や作物に影響し、絶滅させてしまった。
オベロンとティターニアの対立によって生じた distemperature（天候不順）が、
混乱を起こしてしまったのである。
上記のオベロンの台詞の「無事に行きなさい。nymph（ニンフ）よ」の 
‘nymph’ とは、「美しい森の妖精」であるが、神聖な存在が美しい乙女達の
ように森に棲んでいることが想像できる。ここでのこの‘nymph’ という言
葉の使い方は、‘But soft, what nymphs are these?’（VI.i.124）の‘nymphs’の
ように四人の恋人を‘a quasi-mythological world（ある疑似神話的世界）’の
中へと導いていくことを意味している 5。この「神話的世界」とは、オベロ
ンの世界のことであり、ここで‘nymph’ という言葉を使っているのは、こ
れからの劇の展開の重要性を示唆している。つまり、登場人物達が、眠り、「恋
の三色スミレ」の花の汁を目にしたたらされて、異界へと入って行くことを
意味している。ハーミアと父イージーアスの対立、四人の恋人達の対立、妖
精王オベロンと妖精女王ティターニアの対立、そして迷い・混乱が、森の中
でどのような意味をもたらすか、またへびのイメージとどのように結びつく
かを考察していきたい。
インドの changeling（取り替えっ子）の少年を巡るオベロンとティターニ
アの争いから、オベロンはティターニアの目に魔法の「恋の三色スミレ」の
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花の汁をしたたらせるようにパックに命じる。
Obe. And there the snake throws her（=snake） enameled skin,
 Weed wide enough to wrap a fairy in ;
 And with the juice of this I’ll streak her eyes,
 And make her full of hateful fantasies.  （Ⅱ . i. 255-58）
bank に the wild thyme が咲き、oxlips や the nodding violet が成長し、over 
canopied（天蓋）のように luscious woodbine や sweet musk-roses や eglantine
がおおっている。このような幻想的な場所でティターニアは、“dance and 
delight”しながら、これらの花達の中で眠るのである。そして、上記の引用
のように、この幻想的な場所で snake はエナメルの皮を脱ぎ捨てるのである。
この snake は、『イメージ・シンボル事典』によれば生命の再生を意味し、
ティターニアの擬人化である。へびをいう英語には、snake の他に、adder, 
serpent がある。それぞれのへびの含意としては、snake は多く一般的に言わ
れているへびを意味し、毒がある。また「陰険な人」「冷酷な人」を意味する。
‘adder’ は、Schmidt, Alexander 1971. Shakespeare Lexicon では、‘a venomous 
snake’ と表記されている。
‘serpent’ は、Oxford English Dictionary （2nd edition）によれば、“more subtil 
than any beast of the field, that tempted Eve．．．．the Tempter, the Devil, Satan” と
表記されている。
このように snake、adder、serpent を考察してきて、オベロンがティターニ
アの擬人化として使っている snake は、へびを意味する単語の中では悪いイ
メージの少ない語であることがわかる。‘changeling’を巡って争っていたティ
ターニアのことを、オベロンは強いて言えば snake の意味がもつ「冷酷な人」
と思っていたのであろう。
また‘weed’ は、現代では、唯一、寡婦が着る黒の喪服（widow’s weeds）
の意味として使われているが、ここでは、garment（衣服）の意味である 5。
enameled skin は、ティターニアの服であり、garment を意味している。そし
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て、ティターニアの目にこの魔法の花の汁をしたたらせて、ティターニアの
目を hateful fantasies で満たさせようとオベロンは言っている。この ‘hateful 
fantasies’ が、まさしくロバ頭のボトムのことである。
Her. Thy love ne’er alter till thy sweet life end !　　　　　   （II. ii. 67）
Lys. And then end life when I end loyalty !
 ．．．．sleep give thee all his rest.
Her. With half that wish the wisher’s eyes be pressed.
（italics mine） （II. ii. 69-71）
ハーミアのライサンダーに対する愛は、命が続くかぎり決して変わりませ
んようにとライサンダーの「心変わり」を案じる願いがこもっている。この
ハーミアの思いを受けてライサンダーも loyalty（忠誠心）つまり、ハーミア
に対する愛に終わりがくるときは、自分の命も終わりになりますようにと願
をかけている。この loyalty の移行がキーワードとなる。なぜなら、C.L.Barber
が Shakespeare’s Festive Comedy の中で論じているように loyalty の移行が四
人の恋人達の成長につながるからである。そして、さらに、ライサンダーが、
ハーミアに眠りが最大限の休息を与えてくれますようにと‘all’ と言ってい
るのに対して、ハーミアは、half（半分）の眠りで、と‘half’ と言っている。
これは、67 行目のハーミアのライサンダーに対する ‘ne’er alter（心変わり）’
を予想して、half と言っている。そして、この言葉は、Foakes も述べている
ようにヘレナに対してのライサンダーの次の言葉を示唆している irony なの
である。
Lys.  Content with Hermia ?  No ;         　　　　　　　　      （Ⅱ . ii. 117）
2 幕 2 場の 67 行目から 71 行目のハーミアとライサンダーは、愛の誓いを
交わしたあと、二人は眠りに就くのである。そのとき、パックがライサンダー
の目に魔法の花の汁をしたたらせたため、眠りから覚めたライサンダーは、
−13−
上記の「ハーミアで満足しろだって？とんでもない」の言葉に象徴されるよ
うに、もうすでに異界へと入っているのである。そして、さらに、ライサンダー
が続ける言葉から、ここが異界であることを観客に強く認識させてくれる。
Lys. The will of man is by his reason swayed,
 And reason says you are the worthier maid.
 Things growing are not ripe until their season ;
 So I, being young, till now ripe not to reason.
（II. ii. 121-4）
will（意志）は、reason（理性）によって支配され、その理性がヘレナの
方がハーミアより worthier であると言う。このライサンダーの言う reason と
はどのような意味なのか。‘reason’は、この劇では R.A.Foakes がいうよう
に‘ironic’ であり、ここ異界では通用しないのである。目が愛のために、現
実を正しく認識する力をもっていなければ、理性を備えた心もそのような力
をもっていない。
ボトムがティターニアに言っているように ‘reason and love keep little 
company together nowadays（Ⅲ . i. 120-1）’ であり、そして、シーシュースが言っ
ているように‘[To] die/For disobedience to your father’s will.（I. i. 86-7）’であ
り、 ‘ To fit your[Hermia’s] fancies to your father’s will（I. i. 118）’なのである。
要するに、ハーミアの父イージーアスのより強い感情、決意を表す will は、
あるいは、ハーミアがディミートリアスと結婚するように強要する will は、
reason とは何の関係もないのである。Tilley のことわざにもあるように ‘Love 
is without reason.’ である。
そして、ハーミアも眠りから覚め、異界へと入る。
Her. [Waking.]
 Help me, Lysander, help me! Do thy best
 To pluck this crawling serpent from my breast!
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 Ay me, for pity! What a dream was here!
 Lysander, look how I do quake with fear ―
 Methought a serpent ate my heart away,
 And you sat smiling at his（=serpent） cruel prey.  
（italics mine） （II. ii. 151-56）
目を覚ましたハーミアの「助けて、助けて」という恐怖におののく叫び声
で始まるこの台詞であるが、‘do thy best’（ライサンダーの一番強い力）で、
ハーミアの胸を這っている serpent を pluck してくれるようにライサンダーに
救いを求めている。‘for pity!’ （なんて恐ろしいことなんでしょう）、‘dream’、
‘quake with fear’、‘ate away’、‘his cruel prey’ というように、ハーミアがみた
夢の恐怖感が、これらの言葉からイメージできる。serpent は、前述したよ
うに「不吉なもの」を象徴していて、ハーミアにとって、こんなにまで恐くて、
恐怖を感じさせる serpent（悪賢い人）は、ディミートリアスのことである。
父イージーアスによって決められた相手であるディミートリアスとの結婚を
嫌って、ライサンダーとこの森の中へと駆け落ちしたのである。夢の中で a 
serpent であるディミートリアスは、ハーミアの heart を eat away しようとし
ていたのである。‘eat away’ という言葉から、ハーミアはディミートリアス
が、自分に思いを寄せて、夢中になり、侵食してきて、悩まし、苦しめるこ
とを想像していることがわかる。his cruel prey（へびの残酷な餌食）とは、ハー
ミアのことを象徴していて、ディミートリアスの残酷な餌食になろうとして
いるハーミアをあなたは、笑って見ていたのよとライサンダーに言っている。
やがて、隣で眠っていたはずのライサンダーがいないことに気がつく。ラ
イサンダーを探しに森の中を散策しているときにディミートリアスと出くわ
す。夢の恐怖に駆られた状態のままのハーミアは、寝ているライサンダーを
ディミートリアスが殺してしまったのだと、すっかり勘違いして、怒りをぶ
つけながらディミートリアスを責めたてる。
Her. Could not a worm（=snake）, an adder do so much ?
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 An adder did it ; for with doubler tongue
 Than thine, thou serpent, never adder stung.
（italics mine） （III. ii. 71-73）
へびのイメージを並べたてて恐怖と嫌悪感を示したハーミアの言葉であ
る。worm や adder（マムシ）でもライサンダーを殺せる。「ある一匹の adder
が殺したのでしょう。」この adder は、ディミートリアスのことを指している。
だが、次の‘thou serpent’（へび男のあなたよ）の呼びかけから、‘serpent’
とはディミートリアスをイメージ化していることがはっきりとわかる。さ
らに、ディミートリアスのことを thine、thou と呼んでいることから、卑劣、
下劣な行為をしたと勘違いして、ディミートリアスを軽蔑しているハーミア
の心情が伝わってくる。「adder があなたの二枚以上の舌で刺したことは一度
もない」とは、adder よりもディミートリアスの方がひどいことを意味して
いる。まさしく、異界でのハーミアの混乱ぶりを示しているのである。次の
言葉は、ハーミアがライサンダーを見つけたくだりである。
Her. Dark night, that from the eye his function takes,
 The ear more quick of apprehension makes ; ．．．．
 Thou art not by mine eye, Lysander, found ;
 Mine ear, I thank it, brought me to thy sound.  
（III. ii. 177-182）
人を認識する器官が、異界では目でなく、耳であることをハーミアは言っ
ている。この世界では、目が盲目になり、耳で判断するしかないのである。
これは、ボトムの混乱した「目がものごとを聞いて、耳がものごとを見るよ
うに」に擬えて、目と耳がそれぞれ反対の機能をすることを意味していると
言えよう。
次のライサンダーの言葉からも serpent がディミートリアスであることを
認識できる。
−16−
Lys. Hang off, thou cat, thou burr! Vile thing, let loose,
 Or I will shake thee from me like a serpent. 
（III. ii. 260-1）
この‘thou cat’、がハーミアのことであり、これが‘vile thing’となり、
最後は‘serpent’となる。この serpent は、ディミートリアスを象徴するも
のとしてこれまでハーミアの台詞からみてきた。だが、ライサンダーは、
異界に入ったために混乱している上記の言葉からわかるようにハーミアを 
serpent と同じように邪悪なものとみなしている。ということはこの異界で
は、ライサンダーにとっては、ハーミアもディミートリアスと同じ邪悪な憎
むべき存在なのである。それはハーミアのことを thou,thee と言っているこ
とからも合わせて理解できる。つまり「ハーミアをディミートリアスのよう
に振り払ってやる」という意味なのである。
Ⅳ．Identity ― 森の中での混乱 ―
Her.  Am not I Hermia? Are not you Lysander?   （III. ii. 273）
自分のことがわからなくなっている。ハーミアの台詞にみられるように、
異界に入って自分の identity も― 夢の中と同様に ―わからなくなっている
のである。
Lys. Half sleep, half waking; （IV. i. 144）
Dem. There things seem small and undistinguishable．．．．
Her. Methinks I see these things with parted eye,
 When everything seems double.
Hel.    So methinks ;
 And I have found Demetrius, like a jewel,
 Mine own, and not mine own.
−17−
Dem.    Are you sure
 That we are awake ?  It seems to me
 That yet we sleep, we dream.       （IV. i. 186-191）
四人の恋人達全員にとって、森の中での出来事は皆、undistinguishable の
ように思えているのである。このような identity の喪失は、形状の喪失、混乱、
混沌によるものである。この「混乱」は、異界に象徴される流動性のものと
して表現される。同時に、パックによって頭をassに変身させられたボトムも、
最後まで自分の頭が ass であることに気がつかない。職人の仲間達が、ロバ
頭のボトムを怖がって逃げていっても、ボトムにはその理由がわからない。
Bott. Why do they run away ? This is a knavery of them to make me afeard.
                            （Ⅲ . i. 94-95）
Qui.  Thou art translated !
Bott. I see their knavery. This is to make an ass of me, to fright me, if they 
could ;　　　　　　　　　　　　　  （italics mine） （Ⅲ . i. 98-100）
Quince が ‘translated’ の意味が表す「姿が変わったよ！人間ではなくなっ
たよ！」と叫ぶように観客には、ボトムの姿が ass になり、人間とは違う姿
に変わっていることがわかっている。しかし、ボトムは、みんなのいたずら
だと思っている。みんなが自分を怖がらせようとして、自分のことをばかに
していると思っている。要するにボトムには「自分が何であるか」わからな
いのである。まさしく、これも異界がみせる identity の喪失なのである。
Larry S. Champion によれば、identity とは、自己が自己そのものであると
いうことを意味するのであり、シェイクスピアにおいては、真の自己認識、
あるいはその認識への到達、つまり今まで知覚していなかったことを知ると
いうことを意味している。
[When] the character pretends to be something which the character is not, 
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the gap between appearance and reality becomes material for comedy. 
In this situation the comic experience for the character is one of self-
revelation ; portrayed on the level of ‘identity’, he is humorously forced to 
recognize or to acknowledge his true nature.10
また、Northrop Frye は、登場人物達の森の中での経験、そして、成長して
いく過程を次のように語っている。
[But], consistently with the main theme of comedy, the loss of identity is 
most frequently a loss of sexual identity. ．．．．In A Midsummer Night’s 
Dream lovers are again exchanged in the dark, ．．．．The third and final 
phase is the phase of the discovery of identity. ．．．．The identity at the end 
of a comedy may be social, ．．．．the enlightenment that changes the mind 
or purpose of one character ; ．．．．When there are three or four marriages 
at the end of a comedy this identity obviously coincides with the social one. 
Singular identity occurs when an individual comes to know himself in a 
way that he did not before. ．．．．The ordeal of the heroine who seeks her 
lover through darkness, disguise, humiliation, or even death until she finds 
him brings her close to the folklore figure of the loathly lady, who must 
remove some handicap of slander, ugliness, or captivity before her identity 
is recognized.11 　 　　　　　　　　　　　　　　　   　　（pp. 76-85）
Ⅴ．異界から調和の世界へ
Obe.    And now I have the boy, I will undo
　　    This hateful imperfection of her（=Titania） eyes.  
（IV. i. 59-60）
「このティターニアの両目の忌まわしい欠陥」は、ものの真相を見ること
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ができないため、彼女だけでなく劇中の登場人物達が、混乱、騒ぎを引き起
こすことを指している。Disorder が正しく見る目によって order を取り戻す
ということは、この劇の主題の 1 つである 5。オベロンは、 この台詞の他に
も‘[Titania’s] dotage now I do begin to pity．．．．’ （IV. i. 44）という。また、い
つもは ‘Puck’ と呼んでいるのに、このときは、‘gentle Puck’（IV. i. 61）の
ように、‘Puck’ に‘gentle’ という形容詞をつけて呼んでいることから、彼
の心が宥和に向かって動いていることがわかる。
Obe. Titania, music call, and strike more dead
 Than common sleep of all these five the sense.
Tit. Music, ho, music such as charmeth sleep!
   [Soft music plays.]
（italics mine） （IV. i. 78-80）
オベロンとティターニアは、music が象徴するように、愛、和解、調和の
世界をこれから奏でようとしている。そして、この music は、シーシュース
とヒポリタのいる昼の世界にも流れて、劇全体を愛と和解と調和の世界へと
包んでいく。‘These five’つまりボトムと四人の恋人達は、‘dead sleep’ に包
まれているように、music によって結ばれていく。オベロンとティターニア
は、charmeth で、sleep を起こさせるような、静かな、柔らかな music の演
奏を求めている。つまり 5、オベロンは、静かな、柔らかな音楽の演奏の中
に silence を求めている。これは、ボトムの眠り、恋人達の眠りを charm す
るためである。その結果、ボトムや恋人達がダンスによって目を覚ますこと
はないのである。そして、これは、彼らの disordered mind を healing（癒す）
ことを象徴している。 
Obe.   Sound, music! Come, my Queen, take hands with me,
　　   And rock the ground whereon these sleepers be.
（IV. i. 82-83）
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　　　　[Oberon and Titania]  dance.
「dance で大地を揺るがせよう」というときの dance は、オベロンとティ
ターニアの愛と和合と調和を象徴する。この dance のことを John Davies は
Orchestra （1596） stanzas17, 110-11 で次のように語っている。
The dance marks the renewal of love and harmony between Oberon and 
Titania, ‘For dancing is love’s proper exercise’ and the image of concord in 
marriage.
また、S.W.Wells は、この dance は、劇全体の action の turning point を指し
ていると言っている。
Thes.  My love shall hear the music of my hounds.（IV. i. 103）
‘the music of my hounds’ は、オベロンとティターニアのいる妖精達の夜の
森の ‘music’ とは対照的である。
Tit.    Hand in hand with fairy grace
　     Will we sing and bless this place.  （V. i. 377-8）
猟犬達の勇ましい吠え声の音楽は、ヒポリタの心にも響く。
Hip. ．．．．[For] besides the groves,
 The skies, the fountains, every region near
 Seemed all one mutual cry.  I never heard
 So musical a discord, such sweet thunder.（IV. i. 112-5）
猟犬達の吠え声が、‘groves’だけでなく‘skies’も‘fountains’も‘every 
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region’にひびく、すべて 1 つの共通の叫び声であるかのように思えた。そ
して、その吠え声が、‘so musical a discord（不協和音）’と ‘sweet thunder’ で
あると表現している。このような oxymoron が混乱した世界をやがて調和に
導くのである。一方ボトムは次のような台詞を言う。
Bot.  The eye of man hath not heard, the ear of man hath not seen, man’s 
hand is not able to taste, his tongue to conceive, nor his heart to report 
what my dream was !                             
（Ⅳ . i. 205-7）
eye（目）が hear（聞く）、 ear（耳）が see（見る）、hand（手）が taste（味わう）、
tongue（舌）が conceive（考える）、heart（心）が report（語る）というよう
にボトムは聖書の『コリント人への第一の手紙』第 2 章 9, 10 節の引用を混
乱していてうっかり混同したのである。 
9     ．．．． No eye has seen, no ear has heard, no mind has conceived what 
God has prepared for those who love him―
10   but God has revealed it to us by his Spirit.  The Spirit searches all 
things, even the deep things of God.  
（『コリント人への手紙』第 2 章 9, 10 節）
この聖書の引用と比べてみるとわかるように、eye と hear、ear と see の混
乱だけで、man’s hand や his tongue、his heart についてはボトムの創作である
ことがわかる。このことを Foakes は、「職人たちには特に sight（見ること）
と hearing（聞くこと）についての感覚の相異を混乱させようとしている」
と語っている 5。
またこのボトムの夢について NorthropFrye は次のように語っている。
This is the paradox that Bottom struggles with. ．．．．just as the insane 
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Lear sees something in the heart of tragedy that our sanity does not see. 
It is quite consistent with the use of incredible events and the demand 
for an uncritical response in Shakespearean comedy that such oracular 
things should be said, or hinted at, by characters even simpler than we are. 
（pp.108-109）11-1
言語表現における混乱は、ボトムだけでないことが以下のことからわかる。
Qui. for you（Flute） must understand he（Pyramus,Bottom）goes but to 
see a noise that he（Bottom） heard, and is to come again.  
（III. i. 73-74）
ボトムが演じるピラマスは、‘to see a noise that he（Bottom） heard（ボトム
が聞いた音の正体を見届ける）’だけに行って、また戻ってくるからと言っ
ている。ボトムは、heard（聞いた）、noise（音）を聞くのではなくて、see（見
る）と Quince は言っている。この言葉からも混乱していることがわかる。
Bot.  I see a voice ; now will I to the chink,
        To spy and I can hear my Thisbe’s face. 
（italics mine） （V. i. 187-8）
‘see a voice’「声が聞こえる」のではなくて、「声が見える」と言っている。
そして、‘my Thisbe’s face（私のシスビーの顔）’が「見える」ではなくて、‘hear
（聞こえる）’かもしれないと言っている。これは、言語の混乱だけにとどま
らず、異界では、感覚も混乱するのだと言えよう。
Flu. ．．．．These lily lips,
 This cherry nose,
 These yellow cowslip cheeks
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 Are gone, are gone.
 Lovers, make moan ;
 His eyes were green as leeks.
（italics mine）（V. i. 312-17）
この言葉の混乱を、Foakes は “This misapplication of colours relates to the 
continuous thread of comic confusions.”と語っている 5。
‘lily lips’ について、森の中でボトムと職人の仲間達が芝居の練習をして
いた時の台詞と比較しながら考察していきたい。
Flu.   Most radiant Pyramus, most lilywhite of hue,
         Of colour like the red rose on triumphant briar, ．．．．
（III. i. 75-6）
hue を lilywhite や triumphant briar の上に咲いている red rose のように血色
のいい顔色、頬の赤さにたとえている。それを、lily lips と言っている。また、
lips については、“My cherry lips have often kissed thy stones, ．．．．（Ⅴ . i. 185）”
の Flute の言葉にみられるように、‘cherry’ にたとえられる。だから ‘cherry 
nose’ も Foakes の言うように‘comic confusions（喜劇的混乱）’ ⁵ なのである。
また、‘cherry’ と‘lily’ においては、男性俳優（ピラマス）よりも、むしろ
女性主人公にふさわしい言い方である ⁵。cowslip cheeks（キバナノクリンザ
クラのような頬）においても、前述したように「頬」は red rose にたとえら
れている。cowslip（キバナノクリンザクラ）については、パックがこの劇
に初めて登場し、ティターニアのお付きの fairy と会話をしている。その時、
fairy が cowslip のことを次のように紹介している。 “ The cowslips tall her（=the 
Fairy Queen=Titania） pensioners be ; （II. i. 10）” このように頬に cowslip を使っ
ているのは Foakes の言うように「喜劇的混乱」なのである。また、green as 
leeks（ニラのような緑色）の green は、love ではなくて jealousy（妬み、嫉妬）
に関係する色である。それは、Othello の Iago の言葉から理解できる。
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Iago. O beware, my lord, of jealousy :
 It is the green-eyed monster which doth mock
 The meat it feeds on.     
（italics mine） （Othello. III. iii. 167-9）
「ニラのようなみどり色」はことわざにはあったが、eyes との関連におい
ては、全く不適当である。
Bot.  ．．．．and I will sing it in the latter and of a play, before the Duke. 
Peradventure, to make it the more gracious, I shall sing it at her（=Thisbe’s） 
death.  （italics mine） （IV. i. 209-11）
「ボトムの夢」と名付けたバラッドを「芝居」の最後に歌おうと言っている。
だが、職人達の「芝居」なら、‘the play’ というところ、ティターニアとの
情事が念頭にあるため ‘a play’ と語っている。また、 ‘at her death（シスビー
の死）’ のところで、ボトムは「ボトムの夢」と名付けたバラッドを歌おうと
言っている。ボトムは、ピラマスの役を演じるため、ピラマスの後を追って
シスビーが死ぬので、ボトムがシスビーの死を悼んでバラッドを歌うことな
どできないのである。それなのに相手役のシスビーのことを考えてこのよう
なことを言っている。つまり、ボトムは、‘a play’ では、ティターニアのこ
とを考え、‘at Thisbe’s death’ では、シスビーのことを考えているように、ボ
トムも四人の恋人達のように頭が混乱し、二重にみえてしまったのである。
この ‘double vision’ について、Northrop Frye は、鏡に対して鏡をかかげると
いう比喩を促って説明している。
Such comedy does not hold a mirror up to nature, but it frequently holds 
a mirror up to another mirror, and brings its resolution out of a double 
illusion.11 （p.112）11-2
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そして、ここで再びヒポリタの第四幕第一場の「猟犬達の吠え声」が
oxymoron で表現されている場面に戻りたい。
Hip. ．．．．[For] besides the groves,
 The skies, the fountains, every region near
 Seemed all one mutual cry.  I never heard
 So musical a discord, such sweet thunder. （IV. i. 112-5）
このヒポリタの言葉について、Foakes は、“ This passage relates to the 
resolution of all discords in the ‘music’ of the last act. ”と語っている。つまり、
劇終局の第五幕で、一切の不和、反目が「音楽」によって ‘concord（融和）’ 
に導かれる結末に呼応していると述べている。それは、S.W.Wells の注釈に
よると、第五幕第一場の 60 行目のシーシュースの質問に呼応している。
Thes. [Reading] ‘A tedious brief scene of young Pyramus
 And his love Thisbe, very tragical mirth ’ ―
 Merry and tragical ?  Tedious and brief ?
 That is hot ice and wondrous strange snow !
 How shall we find the concord of this discord ?
     （italics mine） （V. i. 56-60）
このシーシュースの言葉はすべて oxymoron である。tedious（冗長的）で
brief（簡潔）な劇、tragical（悲劇的）で mirth（歓楽、滑稽）な劇である。
hot ice、とすべて oxymoron を並べていき、最後に、concord of this discord（こ
の不調和の調和） つまり、私達はどのようにしてこの不調和から調和を見
出したらいいのでしょうかとシーシュースは質問している。そして、この
discord（不調和）の concord（調和）を見出すことが劇の重要なモチーフである。
The question relates to the whole play ; the discords of Oberon and Titania 
and the lovers having been resolved into concord in 4.1, the play of 
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Pyramus and Thisbe offers a new set of incongruous conjunctions reflecting 
as in a distorting mirror aspects of the earlier discords ;5
『シェイクスピアのことば遊び』の梅田倍男氏も次のように語っている 12。
この oxymoron は、この作品全体の恋、夢、森の主題をすべて
現実と非現実、昼と夜、理性と狂気の二律背反の要素を含んでい
る。そして、その二律背反の不調和を調和に還元し、止揚するもの
は、おそらく「想像力」（V. i. 7-13）であろう。類似の中に差異を発
見するのが、分析的知性であるとすれば、相異の中に類似を見出す
のは想像力である。<A and no A> の二律背反とその融合を表象する
oxymoron は、作品の主題と交響する真面目な技法である。
そして、oxymoron は、相反する体験を統一へと融合しようとする
ものである。
梅田倍男氏が「oxymoron は、相反する体験を統一へと融合しようとする
ものである」という言葉のように、A Midsummer Night’s Dream の登場人物達
のこれまでの「対立」「混乱」も oxymoron に象徴されるように「統一」「調和」
へと融合していくのである。
Thes. ．．．．but matched in mouth like bells,
 Each under each.                 （Ⅳ . i. 120-1）
シーシュースの飼っている hounds の mouth（voice 吠え声）が bells のよう
に最高音から最低音まで matched（=harmonized 調和） していて、each under 
each（一頭一頭）だんだん低くなっていく。これは、犬の声を音楽の不協和
音にたとえている。そして、harmonized，voice，bells から象徴されるように、
この猟犬の吠え声という音楽が、森の調和を意味しているのである。
オベロンとティターニアの棲む夜の森の世界で奏でられていた、music が、
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シーシュースとヒポリタのいる昼の世界にも流れてきて、劇全体が、愛と調
和と和合の世界へと包まれていく。music のすばらしさを Northrop Frye は、
次のように語る。
．．．．All the arts are employed as regenerative symbols in the romances, 
but the most important one by far is the traditional one, music. Music is 
traditional because all that is now left of this upper world of nature is the 
ordered revolution of the starry spheres, with their inaudible music that 
symbolizes the harmony of soul.11（p.136）
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1　以下すべての引用は The New Cambridge Shakespeare A Midsummer Night’s 
Dream, 2003 からとする。
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morrow deep midnight. （I. i. 222-3） と、For, ere Demetrius looked on Hermia’s 
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11  A Natural Perspective, by Northrop Frye. 1964.
11-1     また、Northrop Frye on Shakespeare by Northrop Frye. 1986. では以下の
ように言及している。
　　　 Like most of what Bottom says, this is absurd ; like many absurdities in 
Shakespeare, it makes a lot of sense. ．．．．“every dream has a point at which 
it is unfathomable ; a link, as it were, with the unknown.” When we come 
to King Lear, we shall suspect that it takes a madman to see into the heart of 
tragedy, ．．．．（p.50）
11-2      そしてこれは、Hamletの“．．．．For anything so o’erdone is from the 
purpose of playing, whose end both at the first and now, was and is, to hold 
as ’twere the mirror up to nature．．．．”（The New Cambridge Shakespeare 
Hamlet Prince of Denmark III. ii. 16-19）という台詞を Frye はたくみに
変更して使っているのである。
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